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陳情第６５号 「横断歩道の存続と JR 新川崎駅南口を整備することに関する陳情」 
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陳情第６５号　「横断歩道の存続とＪＲ新川崎駅南口を整備することに関する陳情」案内図
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新川崎側 T字路の横断歩道を存続させることに関する地元自治会との 

協議内容 

 
 
24.1.28（土） パークシティ新川崎自治会情報交流会開催 

（自治会） T 字路の横断歩道廃止は、パークシティ新川崎住民にとっ

ては大変な不便。違法横断者が増えて、逆に危険が増すと

思う、横断歩道を残すよう願う。 
（市）   交通管理者は歩行者専用デッキを整備する場合は、交通安

全の観点から横断歩道を廃止することが原則である。また、

歩行者専用デッキが完成した後、現状を確認し、横断歩道

の存続について検討することになる。 
 

2.28（火） パークシティ新川崎自治会役員と話し合い 
（自治会） 横断歩道の存続を願う。 
（市）   住民の意向である横断歩道の存続について交通管理者協議

の中で要請していく。 
 

3.12（月） パークシティ新川崎を良くする会から川崎市議会議長宛に陳情が提出 
 

4.26（木） 幸警察署へ交通管理者協議開催について依頼 
（市）      横断歩道の存続を求める陳情が川崎市議会議長宛に提出さ

れたことを伝え、市は横断歩道を存続させる協議を行いた

い旨を説明。 
 

5.11（金） 神奈川県警察本部へ自転車歩行者道の交通管理者協議の開催について

依頼 
（市）   横断歩道の存続を求める陳情が川崎市議会議長宛に提出さ

れたことを受けて、横断歩道を残すことを前提とした協議

も合わせ進めていきたい旨を依頼。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料３ 



これまでの要望内容とそれに対するＪＲ東日本の回答 

 

神奈川県鉄道輸送力増強促進会議で出している要望とそれに対するＪＲ東日

本の回答は以下のとおり。 

 

平成２３年１１月（神奈川県鉄道輸送力増強促進会議からの要望） 

「新川崎駅駅舎の改良」 

新川崎駅の利用者数は増加を続けており、朝の通勤時間帯に改札口付近が大

変混雑しておりますが、周辺地域の土地利用転換が進んでいる中で、今後さら

なる人口の増加が見込まれます。 

ついては、南側への改札口を新設されるよう要望いたします。 

あわせて、利用者の安全性確保の観点から、利用者数に見合った駅舎及びホ

ームに拡張されるよう要望いたします。 

 

平成２４年２月（ＪＲ東日本からの回答） 

改札口の新設には、既存駅設備改良に伴い多大な工事費や管理運営費（人件

費等）が必要となり、それに見合うだけの旅客流動増加が見込まれることが要

件となります。したがって、自治体による街づくりの状況と利用者の大幅な増

加を見極めた上での長期的な課題と考えております。 
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施行者：鹿島田駅西部地区再開発株式会社

関係権利者：土地所有者（１１名）
　　　　　　
　　　　　　借地権者（１３名）

　　　　　　借家人等（１９名）
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①　計画的な土地の高度利用の促進

　　容積適正配分型地区計画等を導入し、市街地再開発

　　事業による計画的な土地の高度利用を図ります。

②　交通結節機能の向上

　　道路、交通広場及び歩行者デッキを整備することに

　　より、自動車、歩行者の安全・利便性が向上します。

③　質の高い複合市街地の整備

　　良好な都市型住宅、魅力ある商業施設、保育施設等

　　の生活利便施設を導入することにより、都市機能が

　　調和した質の高いまちをつくります。

生活利便施設棟

住宅棟

新川崎駅

鹿島田駅

参考資料



平成２０年　２月　市街地再開発事業の施行認可の公示

平成２３年　４月　市街地再開発事業の権利変換計画認可の公示

平成２４年　７月　再開発ビル（住宅棟）工事着工（予定）

平成２６年度　　　工事竣工（予定）

平成２７年度　　　事業完了（予定）

商業・保育施設・ﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ・駐車場等 住宅・商業・駐車場等

平成　７年１０月　再開発地区計画（方針）の都市計画決定

平成１０年　９月　市街地再開発事業等の都市計画決定（変更）の公示

平成１７年　９月　市街地再開発促進区域等の都市計画決定（変更）の公示

平成１８年　６月　再開発株式会社設立

平成１９年　４月　市街地再開発事業等の都市計画決定（変更）の公示
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